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中
国
古
代
関
中
平
原
の
水
利
開
発
と
環
境

一
一
九
（
一
一
九
）　

一　

は
じ
め
に

陝
西
省
渭
水
（
渭
河
）
両
岸
に
広
が
る
関
中
平
原
は
秦
漢
時
代

に
お
け
る
政
治
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
中
平
原
は
涇

水
（
涇
河
）
を
境
に
西
部
と
東
部
に
分
け
ら
れ
る
。
涇
水
は
寧
夏

回
族
自
治
区
涇
源
県
・
固
原
県
か
ら
発
し
、
東
南
流
し
て
、
咸
陽

の
北
を
通
り
、
渭
水
へ
と
流
入
す
る
河
川
で
あ
る
。
こ
の
涇
水
を

利
用
す
る
涇
恵
渠
は
、
現
在
、
関
中
平
原
東
部
を
灌
漑
す
る
水
利

施
設
で
あ
る
。「
引
涇
灌
漑
シ
ス
テ
ム
」
と
総
称
さ
れ
る
灌
漑
渠

は
、
秦
の
鄭
国
渠
か
ら
始
ま
り
、
漢
の
白
渠
、
唐
の
鄭
白
渠
・
三

白
渠
、
宋
の
豊
利
渠
、
元
の
王
御
史
渠
、
明
の
広
恵
渠
、
清
の
龍

洞
渠
、
そ
し
て
涇
恵
渠
に
至
る
ま
で
、
実
に
二
千
年
間
に
わ
た
っ

て
修
築
・
利
用
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
鄭
国
渠
は
始
皇
帝
に

よ
る
秦
帝
国
の
形
成
、
白
渠
は
武
帝
に
よ
る
漢
帝
国
の
隆
盛
を
支

え
る
重
要
な
水
利
施
設
と
し
て
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
に
記
述
が

残
さ
れ
、
古
代
帝
国
成
立
の
基
礎
条
件
の
観
点
か
ら
近
年
で
も
多

く
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
確
か
に
、
鄭
国
渠
と
白
渠

は
涇
水
を
利
用
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ
灌
漑
渠
と
言
え

る
。
し
か
し
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
記
載
か
ら
は
二
つ
の
違
い
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
相
違
点
は
鄭
国
渠
が
涇
水
か

ら
石
川
水
（
石
川
河
）
を
経
て
、
洛
水
（
洛
河
）
ま
で
を
灌
漑
対

象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
白
渠
は
涇
水
か
ら
石
川
水
ま
で
の

間
の
み
対
象
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鄭
国
渠
は
白
渠

に
比
べ
て
灌
漑
範
囲
が
広
い
の
で
あ
る
。
第
二
の
相
違
点
は
、
鄭

国
渠
が
灌
漑
す
る
土
地
は
「
漑
澤
鹵
之
地
四
万
余
頃
」（『
史
記
』

河
渠
書
）
と
あ
り
、「
澤
鹵
の
地
」
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
白
渠
は
「
漑
田
四
千
五
百
余
頃
」（『
漢
書
』
溝
洫
志
）
と

「
田
」
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
鹵
地
」
と
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「
田
」
の
違
い
は
何
か
。
鄭
国
渠
の
灌
漑
範
囲
が
広
い
こ
と
と

「
鹵
地
」
と
は
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
二
点

の
史
料
上
の
相
違
点
に
着
目
し
、
鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ
の
展
開
と

そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
秦
と
漢
の
関
中
平
原
に
お
け

る
環
境
利
用
の
変
化
を
考
え
た
い
。
な
お
、
漢
武
帝
期
に
関
中
平

原
東
部
に
建
設
さ
れ
た
龍
首
渠
に
も
「
重
泉
以
東
万
余
頃
故
鹵

地
」（『
史
記
』
河
渠
書
）
と
「
鹵
地
」
の
記
述
が
あ
り
、
鄭
国

渠
・
白
渠
と
の
比
較
材
料
と
し
て
こ
の
龍
首
渠
も
検
討
し
た
い
。

な
お
、
龍
首
渠
は
洛
水
を
水
源
と
す
る
水
利
施
設
で
、
鄭
国
渠
・

白
渠
と
も
対
象
区
は
重
複
し
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
文
献
史
料
や
現
地
調
査
か
ら
鄭
国
渠
・
白
渠

の
水
利
施
設
の
灌
漑
対
象
区
を
復
原
し
、
比
較
す
る
。
次
に
、
関

中
平
原
北
部
に
お
け
る
「
鹵
地
」
の
分
布
を
歴
代
の
史
料
を
用
い

て
確
定
す
る
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
最
終
的
に
「
鄭
国
渠
か
ら
白

渠
へ
」
と
い
う
過
程
の
中
で
関
中
平
原
東
部
の
環
境
利
用
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

二　

鄭
国
渠
と
白
渠

本
節
で
は
秦
の
鄭
国
渠
と
漢
の
白
渠
の
建
設
過
程
、
灌
漑
効
果
、

灌
漑
区
域
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
、
比
較
す
る
。

①
鄭
国
渠

鄭
国
渠
の
建
設
は
秦
王
政
元
年
（
前
二
四
六
年
）
に
始
ま
る

（『
史
記
』
六
国
年
表
）。
当
時
、
強
大
な
勢
力
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
秦
に
対
し
て
、
東
方
の
韓
は
秦
が
大
規
模
工
事
を
好
む
と
聞
き
、

秦
に
工
事
を
お
こ
な
わ
せ
、
そ
の
国
力
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
東
方
へ
の
攻
撃
を
鈍
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
韓
は

水
工
の
鄭
国
を
間
諜
と
し
て
派
遣
し
た
。
鄭
国
は
秦
王
を
説
得
し
、

工
事
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
秦
王
政
十
年
（
前
二
三
七
年
）、

鄭
国
が
韓
の
間
諜
で
あ
る
と
発
覚
し
、
秦
王
は
鄭
国
を
処
刑
し
よ

う
と
し
た
。
鄭
国
は
「
自
分
は
間
諜
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
渠
が

完
成
す
れ
ば
秦
の
利
益
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
説
い
た
。
秦
王
は

そ
の
言
を
容
れ
、
工
事
を
続
行
し
、
完
成
を
み
た）

2
（

。
こ
の
よ
う
な

経
緯
で
完
成
し
た
鄭
国
渠
の
効
果
に
つ
い
て
『
史
記
』
河
渠
書
に

は
、渠

就
り
、
用
て
填
閼
の
水
を
注
ぎ
、
澤
鹵
の
地
四
萬
餘
頃
を
漑

し
、
収
は
皆
畝
ご
と
に
一
鐘
な
り
。
是
に
於
い
て
関
中
沃
野
と

為
り
、
凶
年
無
し
。
秦
以
て
富
彊
た
り
、
卒
に
諸
侯
を
并
す
、

因
り
て
命
じ
て
鄭
国
渠
と
曰
う）

3
（

と
あ
り
、
渠
が
完
成
し
、
そ
こ
に
涇
水
の
泥
を
多
く
含
ん
だ
「
填

閼
の
水
」
を
注
ぎ
、「
澤
鹵
の
地
」
四
萬
余
頃
を
灌
漑
し
、
収
穫

は
畝
ご
と
に
一
鐘
と
な
っ
た
。
関
中
は
沃
野
と
な
り
、
凶
年
は
な
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く
な
っ
た
。
秦
は
富
強
と
な
り
、
つ
い
に
諸
侯
を
併
呑
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
鄭
国
渠
と
命
名
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
「
澤
鹵
の

地
」
を
灌
漑
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鄭
国
渠
の
灌
漑
対
象
区
に

つ
い
て
鄭
国
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

涇
水
を
鑿
ち
て
中
山
の
西
よ
り
瓠
口
に
邸
る
ま
で
渠
を
為
り
、

北
山
に
並
し
て
東
し
て
洛
に
注
ぐ
こ
と
三
百
余
里
、
以
て
田
に

漑
せ
ん
と
欲
す）

4
（

。

涇
水
の
河
岸
を
掘
削
し
、
中
山
の
西
か
ら
瓠
口
に
至
る
ま
で
渠

を
建
設
し
、
北
山
に
沿
っ
て
東
に
流
れ
て
洛
水
に
注
ぐ
ま
で
の
三

百
余
里
の
施
設
と
し
て
い
る）

5
（

。
つ
ま
り
、
鄭
国
渠
は
涇
水
と
洛
水

の
間
を
結
ぶ
渠
道
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
間
の
ル
ー
ト
は
ど
こ

を
通
っ
て
い
た
の
か
。
平
原
部
に
出
て
か
ら
の
鄭
国
渠
の
渠
道
は

高
低
差
〇
・
六
‰
と
ほ
と
ん
ど
落
差
が
な
く
、
大
量
の
黄
土
が
堆

積
し
、
ま
た
、
後
代
の
水
利
施
設
が
何
度
と
無
く
流
路
を
変
え
た

た
め
、
そ
の
渠
道
の
遺
構
を
現
在
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
秦
漢
時
代
以
来
最
も
古
い
具
体
的
な
渠
道
の
記
載
を
残
し

て
い
る
北
魏
時
代
の
『
水
経
注
』
を
材
料
に
考
え
て
み
た
い
。

『
水
経
注
』
の
う
ち
、
鄭
国
渠
に
か
か
わ
る
記
事
は
沮
水
注
に
あ

る
。
沮
水
注
に
は
陝
西
省
北
部
の
子
午
嶺
か
ら
発
し
東
へ
流
れ
直

路
県
（
現
在
の
黄
陵
県
）
を
経
て
洛
水
に
入
る
も
の
と
西
南
に
流

れ
宜
君
水
と
名
付
け
ら
れ
現
在
の
銅
川
市
へ
と
入
る
も
の
の
二
つ

の
沮
水
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
鄭
国
渠
と
か
か
わ
る
も
の

は
後
者
で
あ
る
。『
水
経
注
』
沮
水
注
の
記
述
を
整
理
し
た
も
の

が
表
1

－

①
で
あ
る
。
渠
首
か
ら
洛
水
に
至
る
ま
で
の
鄭
国
渠
渠

道
は
大
き
く
①
鄭
渠
ル
ー
ト
②
石
川
水
（
濁
水
）
ル
ー
ト
③
沮
水

ル
ー
ト
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
①
鄭
渠
ル
ー
ト
は
鄭
国

渠
首
か
ら
濁
水
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
間
を
指
す
。
鄭
国
渠
は
渠

首
で
涇
水
を
受
け
、
東
へ
と
流
れ
、
宜
秋
城
の
北
・
中
山
の
南
・

捨
車
宮
の
南
を
経
て
、
冶
谷
水
と
絶
す
る
（
交
差
す
る）

6
（

）。
さ
ら

に
東
流
し
て
、
截
薛
山
の
南
・
池
陽
県
故
城
の
北
を
経
て
清
水
と

絶
す
る
。
ま
た
東
に
流
れ
、
北
原
の
下
を
経
て
、
濁
水
が
鄭
国
渠

に
注
ぐ
ま
で
が
「
鄭
渠
ル
ー
ト
」
で
あ
る
。
た
だ
、『
水
経
注
』

に
は
「
自
濁
水
以
上
、
今
水
無
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
魏
時
代

に
は
渠
首
か
ら
濁
水
合
流
点
ま
で
の
「
鄭
渠
ル
ー
ト
」
は
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
魏
時
代
に
ま

で
残
っ
て
い
た
秦
代
の
鄭
国
渠
の
渠
道
は
濁
水
と
の
合
流
点
以
降

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
②
石
川
水
（
濁
水
）
ル
ー
ト
は
そ
の
名
を

濁
水
・
漆
水
・
漆
沮
水
・
櫟
陽
渠
・
石
川
水
と
変
え
な
が
ら
渭
水

へ
と
流
れ
る
。
濁
水
は
雲
陽
県
東
の
大
黒
泉
か
ら
発
し
、
東
南
流

し
て
濁
谷
水
と
称
さ
れ
、
東
南
に
流
れ
て
原
に
出
て
①
の
「
鄭
渠

ル
ー
ト
」
と
合
流
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
東
流
し
原
・
曲
梁
城
の

北
・
太
上
陵
南
原
の
下
を
経
て
、
北
に
屈
曲
し
、
原
の
東
を
経
て
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沮
水
と
合
流
す
る
。
そ
の
後
、
沮
水
と
再
び
分
か
れ
、
東
南
に
流

れ
、
白
渠
付
近
で
澤
泉
水
と
合
流
す
る
。
こ
こ
で
合
流
す
る
②
│

1
澤
泉
水
は
沮
東
澤
（
富
平
県
付
近
か
）
か
ら
発
し
、
沮
水
と
原

を
隔
て
て
流
れ
る
河
流
で
漆
水
と
呼
ば
れ
る
。
東
に
流
れ
、
薄
昭

墓
の
南
・
懐
徳
城
の
北
を
経
て
東
南
流
し
て
鄭
国
渠
に
注
ぎ
沮
水

と
合
流
し
た
の
ち
、
白
渠
付
近
で
濁
水
と
合
流
す
る
。
そ
の
た
め
、

濁
水
は
漆
水
や
漆
沮
水
と
も
呼
ば
れ
る
。
さ
て
、
②
の
ル
ー
ト
に

戻
り
、
濁
水
は
白
渠
を
絶
し
、
東
に
流
れ
万
年
県
故
城
の
北
を
経

て
、
檪
陽
渠
と
な
り
、
南
に
屈
曲
し
、
石
川
水
と
名
を
変
え
、
西

南
に
流
れ
郭
狼
城
の
西
で
白
渠
枝
渠
と
合
流
し
、
南
に
流
れ
て
渭

水
に
入
る
。
③
沮
水
ル
ー
ト
は
濁
水
（
石
川
水
）
と
合
流
・
分
流

し
た
の
ち
、
澤
泉
水
と
合
流
し
、
沮
水
が
鄭
国
渠
の
流
れ
に
従
っ

て
（「
沮
循
鄭
渠
」）、
東
流
し
当
道
城
（
頻
陽
故
城
南
）
の
南
・

蓮
勺
故
城
の
北
・
光
武
故
城
の
北
・
粟
邑
県
故
城
の
北
を
経
て
、

東
北
流
し
て
洛
水
に
注
ぐ
。
た
だ
、
③
の
記
載
の
通
り
に
沮
水
が

流
れ
る
と
入
洛
点
が
洛
水
の
か
な
り
上
流
部
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、

相
当
な
高
さ
を
沮
水
が
昇
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る）

7
（

。
ま
た
、「
沮

循
鄭
渠
」
の
解
釈
に
つ
い
て
「
沮
水
と
鄭
国
渠
と
の
並
行
関
係
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
」
と
す
る
説）

8
（

や
「
沮
循
鄭
渠
」
を
鄭
国
渠
の
一

段
の
名
称
と
と
ら
え
る
説）

9
（

な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
沮
は
鄭

渠
に
循
（
し
た
が
）
う
」
と
読
み
、「
沮
水
が
す
で
に
廃
さ
れ
た

表 1－①　『水経注』沮水注鄭国渠関連史料

《鄭国渠》
①鄭渠ルート
（渠首～濁水合
流点）

（沮水東注鄭渠）……渠首上承涇水于中山西瓠口、所謂瓠
中也。……渠瀆東逕宜秋城北、又東逕中山南。……鄭渠
又東、逕捨車宮南、絶冶谷水。鄭渠故瀆又東、逕截薛山
南、池陽県故城北、又東絶清水、又東逕北原下、濁水注
焉。自濁水以上、今水無。

『水経注』
沮水注

②石川水ルート
（濁水・漆水・
漆沮水・櫟陽
渠・石川水）

濁水上承雲陽県東大黒泉、東南流、謂之濁谷水。又東
南、出原注鄭渠……又東歴原、逕曲梁城北、又東逕太上
陵南原下、北屈、逕原東、与沮水（③）合、分為二水。
一水東南出、即濁水也、至白渠与澤泉（②－１）合、俗
謂之漆水、又謂之為漆沮水。絶白渠、東逕万年県故城
北、為檪陽渠、城即檪陽宮也。……其水又南屈、更名石
川水。又西南、逕郭狼城西、与白渠枝渠合、又南、入于
渭水也。

②―１澤泉水
（漆水・漆沮水）

（澤泉）水出沮東澤中、与沮水隔原、相去十五里、俗謂是
水為漆水也。東流、逕薄昭墓南、冢在北原上。又逕懐徳
城北、東南注鄭渠、合沮水。又自沮直絶、注濁水、至白
渠合焉、故濁水得漆沮之名也。

③沮水ルート 其一水東出、即沮水也。東与澤泉合。沮循鄭渠、東逕当
道城南。城在頻陽県故城南。……又東逕蓮勺県故城北
……沮水又東、逕光武故城北、又東、逕粟邑県故城北、
其水又東北流、注于洛水。

（
一
二
二
）　
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因
り
て
名
づ
け
て
白
渠
と
曰
う）
11
（

。

と
あ
る
。
鄭
国
渠
と
同
じ
よ
う
に
涇
水
か
ら
引
水
し
、
渠
首
は
谷

口
か
ら
は
じ
ま
り
、
櫟
陽
を
通
り
、
渭
水
に
入
る
長
さ
二
百
里
の

水
利
施
設
で
、
四
千
五
百
頃
の
「
田
」
を
灌
漑
し
た
。
白
公
よ
っ

て
開
削
さ
れ
た
の
で
白
渠
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で

「
鹵
地
」
で
は
な
く
「
田
」
を
灌
漑
し
た
と
し
て
い
る
こ
と
が
鄭

国
渠
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
渠
首
は
鄭
国
渠
口
遺
跡
上
流
一
二
九

七
ｍ
（
現
在
の
涇
河
張
家
山
水
文
站
大
断
面
下
三
〇
〇
ｍ
付
近
）

の
涇
河
左
岸
第
二
段
丘
に
あ
る
人
工
的
な
渠
口
と
比
定
さ
れ
、
そ

の
東
に
は
上
部
の
広
さ
一
七
ｍ
、
底
部
の
広
さ
五
ｍ
、
深
さ
五
ｍ

の
故
渠
道
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る）

12
（

。

つ
ぎ
に
渠
首
の
谷
口
か
ら
櫟
陽
そ
し
て
渭
水
に
至
る
ま
で
の

ル
ー
ト
は
ど
こ
を
通
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
再
び

『
水
経
注
』
渭
水
注
の
記
載
を
参
照
し
た
い
（﹇
表
1

－

②
﹈
参

照
）。
白
渠
は
①
白
渠
本
流
②
白
渠
枝
瀆
③
白
渠
枝
渠
の
三
つ
の

渠
道
に
分
か
れ
て
渭
水
に
流
れ
込
む
。
①
白
渠
本
流
は
鄭
渠
の
南

に
出
て）

13
（

、
東
流
し
て
宜
春
城
の
南
を
経
て
東
南
し
て
池
陽
城
の
北

を
過
ぎ
、
白
渠
枝
瀆
が
分
か
れ
、
さ
ら
に
東
流
し
て
白
渠
枝
渠
が

分
か
れ
、
秦
孝
公
陵
の
北
を
通
り
、
東
南
流
し
て
居
陵
城
の
北
・

蓮
芍
城
の
南
を
経
て
、
ま
た
東
流
し
て
金
氏
陂
に
注
ぎ
、
東
南
流

し
て
渭
水
に
流
れ
込
む
も
の
で
あ
る
。
②
白
渠
枝
瀆
は
池
陽
城
の

か
つ
て
の
鄭
国
渠
道
に
従
っ
て
流
れ
て
い
た
」
と
解
釈
し
た
い
。

関
中
平
原
の
自
然
河
流
は
清
水
や
石
川
水
な
ど
の
よ
う
に
北
か
ら

南
へ
流
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、『
水
経
注
』
に
あ
る
よ
う
な

東
西
を
横
断
す
る
よ
う
な
沮
水
の
河
道
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、

沮
水
河
道
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
地
形
を
見
る
と
、
石
川
水
・
洛

水
間
に
は
東
西
に
広
が
る
北
原
と
呼
ば
れ
る
黄
土
原
が
あ
り
、
そ

の
原
の
南
の
断
崖
を
沮
水
の
河
道
、
す
な
わ
ち
す
で
に
廃
さ
れ
て

し
ま
っ
た
鄭
国
渠
の
旧
渠
道
と
し
て
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
石
川
水
と
分
か
れ
、
東
へ
と
流
れ
た
沮
水
の
河
道
も
『
水

経
注
』
時
代
に
は
「
水
無
し
」
の
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
①
鄭
渠
ル
ー
ト
③
沮
水
ル
ー
ト
は
と
も
に
水
は
無
く
、

②
石
川
水
（
濁
水
）
ル
ー
ト
の
み
水
が
流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

『
史
記
』
に
あ
る
よ
う
な
涇
水
か
ら
洛
水
へ
入
る
よ
う
な
鄭
国
渠

の
渠
道
は
『
水
経
注
』
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

10
（

。

②
白
渠

白
渠
は
漢
武
帝
太
始
二
年
（
前
九
十
五
年
）、
趙
の
中
大
夫
白

公
が
渠
を
穿
つ
こ
と
を
上
奏
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
規
模
と
ル
ー
ト
は
『
漢
書
』
溝
洫
志
に

涇
水
を
引
き
、
首
は
谷
口
よ
り
起
こ
し
、
尾
は
櫟
陽
に
入
り
、

渭
中
に
注
ぐ
こ
と
、
袤
さ
二
百
里
、
田
四
千
五
百
餘
頃
を
漑
し
、

（
一
二
三
）　
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北
か
ら
分
流
し
東
南
流
し
て
藕

原
の
下
を
通
り
、
東
流
し
て
鄣

県
故
城
の
北
を
経
て
、
東
南
流

し
て
渭
水
に
入
る
も
の
。
③
白

渠
枝
渠
は
枝
瀆
が
分
流
し
た
後
、

本
流
か
ら
分
か
れ
、
東
南
流
し
、

高
陵
県
故
城
の
北
を
通
り
、
東

流
し
て
北
魏
櫟
陽
城
（
現
在
の

臨
潼
県
櫟
陽
鎮
で
秦
漢
櫟
陽
城

よ
り
も
南
）
の
北
を
経
て
、
東

南
流
し
石
川
水
に
注
ぐ
。
こ
の

合
流
点
は
沮
水
注
の
②
石
川
水

ル
ー
ト
の
「（
石
川
水
）
逕
郭

狼
城
西
、
与
白
渠
枝
渠
合
」
の

地
点
で
あ
り
、
合
流
し
た
の
ち
、

南
へ
流
れ
て
渭
水
に
入
る
。
こ

の
う
ち
①
②
に
は
「
今
無
水
」

（
北
魏
時
代
に
は
水
が
無
い
）

と
あ
る
が
、
③
に
水
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
①
に
は
渠
首
か
ら
白

渠
枝
渠
の
分
岐
点
ま
で
は
水
が

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
①
の
う
ち
白
渠
枝
渠
と

分
か
れ
て
渭
水
に
入
る
ま
で
の
間
は
「
今
無
水
」
の
状
態
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
代
の
白
渠
は
谷
口
か
ら
櫟
陽
を
経
て
渭
水

に
入
る
と
あ
り
、
②
は
櫟
陽
の
手
前
で
渭
水
に
入
り
、
③
は
北
魏

櫟
陽
城
の
北
を
通
り
、
石
川
水
に
入
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は

①
が
漢
代
の
白
渠
の
故
渠
道
で
あ
ろ
う）

14
（

。
①
の
渭
水
と
の
合
流
点

（
白
渠
口
）
は
石
川
水
を
少
し
越
え
て
、
隋
の
下
邽
県
に
あ
っ
た

金
氏
陂
の
東
南
に
位
置
し
た
。

以
上
、
鄭
国
渠
と
白
渠
の
建
設
の
経
緯
、
灌
漑
効
果
、
灌
漑
対

象
区
を
見
た
。
鄭
国
渠
は
涇
水
か
ら
石
川
水
を
経
て
洛
水
ま
で
、

白
渠
は
涇
水
・
石
川
水
間
を
灌
漑
対
象
と
し
て
い
た
と
言
え
る
。

さ
て
、
漢
の
武
帝
の
時
代
、
関
中
平
原
東
部
に
は
も
う
ひ
と
つ
、

特
色
あ
る
灌
漑
施
設
建
設
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。
龍
首
渠
で

あ
る
。
鄭
国
渠
・
白
渠
よ
り
も
東
に
展
開
し
た
施
設
で
あ
る
が
、

今
後
の
比
較
検
討
の
た
め
に
、
こ
こ
で
龍
首
渠
の
経
緯
・
効
果
・

灌
漑
対
象
区
の
検
討
も
し
て
お
き
た
い
。

③
龍
首
渠

龍
首
渠
に
つ
い
て
、『
史
記
』
河
渠
書
に
次
の
よ
う
な
史
料
が

残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
莊そ

う

熊ゆ
う

羆ひ

言
う
「
臨
晋
の
民
、
洛
を
穿
ち
以
て
重
泉
以

（
一
二
四
）　

表 1－②　『水経注』渭水注白渠関連史料

《白渠》
①白渠本流 （渭水又東得白渠口）……（白渠引涇水、首起谷口）、出

于鄭渠南……東逕宜春城南、又東南逕池陽城北、枝瀆出
焉（②）。……白渠又東、枝渠出焉（③）。……白渠又東、
逕秦孝公陵北、又東南逕居陵城北、蓮芍城南、又東注金
氏陂、又東南注于渭。……今無水。

『水経注』
渭水注

②白渠枝瀆 東南逕藕原下、又東逕鄣県故城北、東南入渭。今無水。
③白渠枝渠 東南逕高陵県故城北、……又東逕檪陽城北。……又東南

注石川水。
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東
萬
餘
頃
の
故も
と

の
鹵
地
を
漑
す
。
誠
に
水
を
得
れ
ば
、
畝
ご
と

十
石
に
な
ら
し
む
可
し
」
と
。
是
に
於
い
て
、
為
に
卒
萬
餘
人

を
発
し
て
渠
を
穿
つ
。
徴
自
り
洛
水
を
引
き
、
商
顏
山
の
下
に

至
る
。
岸
善
く
崩
れ
、
乃
ち
井
を
鑿
つ
、
深
さ
は
四
十
餘
丈
な

り
。
往
往
し
て
井
を
為
り
、
井
の
下
は
相
い
水
通
行
す
。
水
穨

以
て
商
顔
を
絶
し
、
東
の
か
た
山
嶺
十
餘
里
の
間
に
至
る
。
井

渠
の
生
ず
る
こ
と
此
自
り
始
ま
る
。
渠
を
穿
ち
龍
骨
を
得
る
、

故
に
名
し
て
龍
首
渠
と
曰
う
。
こ
れ
を
作
る
こ
と
十
餘
歳
に
し

て
、
渠
頗
る
通
る
も
、
猶
ほ
未
だ
其
の
饒
な
る
を
得
ず）

15
（

。

漢
武
帝
期
に
荘
熊
羆
（『
漢
書
』
溝
洫
志
で
は
厳
熊
）
が
「
臨
晋

の
民
の
た
め
に
洛
水
を
掘
っ
て
重
泉
以
東
の
萬
餘
頃
の
故
の
「
鹵

地
」
を
灌
漑
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
実
際
に
水
を
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
一
畝
あ
た
り
十
石
の
収
穫
を
得
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
上
奏
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
人
民
一
万
人
あ
ま
り
が
徴
発

さ
れ
渠
の
掘
削
が
開
始
さ
れ
た
。
徴
県
（
現
在
の
澄
城
県
）
か
ら

洛
河
を
引
水
し
、
商
顔
山
の
下
ま
で
引
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
工
事

中
、
渠
道
の
岸
が
崩
落
し
や
す
か
っ
た
た
め
、
深
さ
四
十
丈
あ
ま

り
の
竪
穴
（
井
）
を
掘
り
、
竪
穴
の
下
を
つ
な
げ
て
水
を
通
し
た
。

水
は
商
顔
山
の
地
下
を
流
れ
、
山
の
東
か
ら
十
里
あ
ま
り
の
地
に

至
っ
た
。
井
渠
と
い
う
工
法
（
い
わ
ゆ
る
カ
ナ
ー
ト
）
は
こ
の
工

事
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
渠
を
掘
っ
た
際
、
龍
骨
が
出
て
き
た

た
め
、
龍
首
渠
と
名
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
困

難
な
工
事
を
十
年
あ
ま
り
お
こ
な
い
渠
は
通
じ
た
も
の
の
、
そ
れ

に
よ
っ
て
豊
饒
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
鄭
国
渠

と
同
じ
よ
う
に
「
鹵
地
」
を
灌
漑
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
龍
首
渠
の
ル
ー
ト
は
、
徴
県
に
建
設
さ
れ
た
渠
首）

16
（

か
ら

洛
水
の
東
を
洛
水
と
並
行
し
て
南
流
し
、
洛
河
東
岸
の
標
高
四
〇

〇
ｍ
の
丘
陵
が
龍
の
尾
の
様
に
西
に
延
び
て
い
る
丘
陵
、
す
な
わ

ち
商
顔
山
（
現
在
の
鉄
鎌
山
）
に
ぶ
つ
か
る
。
洛
水
は
こ
の
丘
陵

に
沿
っ
て
西
流
し
、
丘
陵
の
西
端
で
流
れ
を
南
へ
変
え
た
後
、
東

流
し
て
臨
晋
の
南
を
流
れ
る
。
龍
首
渠
は
臨
晋
県
付
近
に
向
か
う

た
め
、
商
顔
山
の
西
北
か
ら
東
南
へ
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
。
現
在
の
洛
恵
渠
も
五
号
隧
洞
を
通
じ
て
商
顔
山
の

下
を
流
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
晋
付
近
は
ア
ル
カ
リ
度
が
強
く
、

排
水
な
し
で
大
規
模
な
灌
漑
を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
後
述
の
よ
う

な
再
生
塩
鹹
化
が
起
こ
り
や
す
い
。
現
在
の
洛
恵
渠
で
も
地
下
水

が
上
昇
し
て
塩
類
集
積
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
排
水
溝

の
整
備
が
施
さ
れ
て
い
る）

17
（

。
龍
首
渠
も
大
規
模
な
灌
漑
に
よ
っ
て

土
壌
の
再
生
塩
鹹
化
が
発
生
し
た
た
め
、
完
成
し
て
も
「
猶
ほ
未

だ
其
の
饒
な
る
を
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う）

18
（

。
以
上
、
龍
首
渠
は
「
鹵
地
」
を
灌
漑
す
る
た
め

に
、
徴
県
か
ら
洛
水
を
得
て
、
商
顔
山
を
暗
渠
で
越
え
て
、
洛
水

（
一
二
五
）　
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の
東
側
に
水
を
送
る
水
利
施
設
で
、
洛
水
・
黄
河
間
を
灌
漑
区
と

し
て
い
た
。

以
上
の
整
理
・
考
察
の
よ
う
に
、
関
中
平
原
東
部
は
、
Ⅰ
区
：

涇
水
│
石
川
水
間
（
鄭
国
渠
・
白
渠
灌
漑
区
）、
Ⅱ
区
：
石
川
水

│
洛
水
間
（
鄭
国
渠
の
み
の
灌
漑
区
）、
Ⅲ
区
：
洛
水
│
黄
河
間

（
龍
首
渠
灌
漑
区
）
の
三
地
区
に
区
分
で
き
る
。

三　

関
中
平
原
東
部
の
環
境
│
鹵
地
を
中
心
に
│

①
鹵
地
と
は
何
か

で
は
、
鄭
国
渠
と
龍
首
渠
の
史
料
に
み
ら
れ
る
「
鹵
地
」
と
は

何
な
の
か
。『
説
文
解
字
』
に
は
「
鹵
地
」
に
つ
い
て
、「
鹵
は
鹹

な
り
。
東
方
は
こ
れ
を
斥
と
謂
い
、
西
方
は
こ
れ
を
鹵
と
謂
う
」

と
あ
る
。
鹵
は
鹹
、
す
な
わ
ち
塩
を
示
す
。「
鹵
地
」
は
現
代
的

に
言
え
ば
、
塩
類
土
壌
を
意
味
す
る
。「
鹵
地
」
は
原
生
塩
鹹
地

と
再
生
塩
鹹
化
地
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る）

19
（

。
原
生
塩
鹹
地
は
窪
地

で
塩
類
が
集
積
す
る
慢
性
的
塩
地
で
あ
り
、
そ
れ
は
史
料
の
な
か

に
「
塩
池
」
と
し
て
現
れ
る
。
再
生
塩
鹹
化
地
は
大
規
模
な
灌
漑

が
行
わ
れ
た
後
、
十
分
に
排
水
が
お
こ
な
わ
れ
ず
地
下
水
位
が
上

昇
し
、
地
下
水
中
の
塩
類
が
土
壌
表
面
に
集
積
す
る
た
め
に
起
こ

る
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
涇
恵
渠
で
は
灌
漑
開
始
後
、

し
ば
ら
く
は
生
産
量
が
あ
が
っ
た
も
の
の
、
排
水
溝
が
完
備
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
下
水
位
が
上
昇
し
、
塩
害
が
発
生
し
た）

20
（

。

こ
れ
が
再
生
塩
鹹
化
ま
た
は
再
生
ア
ル
カ
リ
化
で
あ
る
。
古
代
に

お
い
て
も
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
な
ど
で
再
生
塩
鹹
化
は
発
生
し
て
い
る）

21
（

。

で
は
、
鄭
国
渠
が
灌
漑
対
象
と
し
た
「
鹵
地
」
は
原
生
塩
鹹
地
と

再
生
塩
鹹
化
地
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
。
鄭
国
渠
が
建
設
さ
れ

る
以
前
、
櫟
陽
・
咸
陽
遷
都
以
前
に
も
関
中
平
原
東
部
の
農
地
開

発
は
進
行
し
て
い
た
が
、
大
規
模
な
灌
漑
事
業
は
鄭
国
渠
が
最
初

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鄭
国
渠
の
目
的
が
再
生
塩
鹹
化
地
の
灌
漑
で

あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
す
で
に
恒
常
的
に
塩
類
が
地
表
に
現

れ
て
い
る
原
生
塩
鹹
地
か
ら
塩
類
を
除
去
し
、
農
耕
可
能
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

鄭
国
渠
の
塩
類
土
壌
の
改
良
の
方
法
は
、「
用
て
填
閼
の
水
を

注
ぎ
、
澤
鹵
の
地
四
萬
餘
頃
を
漑
す
」（『
史
記
』
河
渠
書
）
と
あ

り
、『
漢
書
』
溝
洫
志
の
師
古
注
に
は
「
填
閼
は
壅
泥
な
り
。
淤

濁
之
水
を
引
き
て
鹹
鹵
之
田
を
灌
す
を
言
う
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

填
閼
の
水
、
す
な
わ
ち
泥
を
多
く
含
ん
だ
涇
水
の
水
を
引
い
て
、

鹵
地
を
灌
漑
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
泥
土
を
塩
類
土
壌
に
か
ぶ

せ
る
よ
う
に
し
て
、
塩
害
を
防
い
だ
こ
と
を
意
味
ず
る
。
と
こ
ろ

が
、
古
代
の
灌
漑
施
設
で
は
排
水
の
機
能
は
な
く
、
し
ば
ら
く
す

る
と
再
生
塩
鹹
化
が
お
こ
り
、
生
産
力
は
低
下
し
、
泥
の
堆
積
な

ど
と
あ
い
ま
っ
て
度
々
の
渠
道
の
変
更
・
改
修
な
ど
が
お
こ
な
わ

（
一
二
六
）　
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れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
22
（

。

②
各
地
区
の
環
境
〜
塩
池
を
中
心
に
〜

で
は
、
関
中
平
原
東
部
の
ど
こ
に
原
生
塩
鹹
地
が
分
布
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
生
塩
鹹
地
は
周
囲
よ
り
も
低
い
窪
地
に
塩

類
を
集
積
す
る
性
質
を
も
ち
、
そ
こ
に
は
塩
池
が
形
成
さ
れ
る
。

歴
代
の
塩
池
の
分
布
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
生
塩
鹹
地
の

お
お
よ
そ
の
位
置
が
確
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
塩
池
は
人
工
的
な
水

利
施
設
に
よ
っ
て
排
泄
さ
れ
な
い
限
り
、
農
地
と
し
て
改
造
さ
れ

ず
、
ま
た
原
生
塩
鹹
地
以
外
の
土
地
で
人
工
的
に
新
し
く
形
成
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
か
ら
、
清
代
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在

が
確
認
で
き
れ
ば
、
秦
漢
期
に
も
塩
池
が
存
在
し
て
い
た
か
、
少

な
く
と
も
原
生
塩
鹹
地
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
代

の
関
中
平
原
東
部
の
陂
池
を
整
理
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
次

に
三
つ
の
地
区
に
即
し
て
考
察
す
る
。

〈
Ⅰ
区　

涇
水
〜
石
川
水
〉

こ
の
地
区
は
涇
水
が
西
北
の
黄
土
高
原
か
ら
東
南
流
し
て
渭
水

へ
と
流
れ
込
む
地
域
で
、
西
北
か
ら
東
南
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て

い
る
。
漢
代
に
は
谷
口
・
池
陽
・
高
陵
・
櫟
陽
・
万
年
の
五
県
が

置
か
れ
た
。
谷
口
は
鄭
国
渠
・
白
渠
の
渠
首
の
建
設
地
に
あ
た
り

周
代
に
は
十
叢
の
一
つ
で
あ
る
焦
穫
澤
が
存
在
し
た
（『
水
経

注
』
沮
水
注
）。
池
陽
は
涇
水
沿
岸
、
高
陽
・
櫟
陽
は
白
渠
の
本

流
・
枝
渠
の
沿
岸
に
あ
る
。
万
年
は
漢
高
祖
十
年
（
前
一
九
七

年
）
に
櫟
陽
か
ら
分
置
さ
れ
た
県
で
あ
る
。
櫟
陽
は
献
公
二
年
か

ら
咸
陽
遷
都
の
孝
公
十
二
年
ま
で
戦
国
秦
の
都
が
置
か
れ
、
関
中

平
原
東
部
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
に
は
焦
穫
澤
・
龍

泉
陂
・
流
金
泊
・
涵
碧
池
・
蓮
池
・
清
泉
陂
・
煮
鹽
澤
の
八
つ
の

池
澤
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
焦
獲
澤
・
流
金
泊
・
涵
碧
池
の

四
ヶ
所
は
標
高
四
〇
〇
ｍ
以
上
の
河
谷
地
帯
に
位
置
し
、
山
間
部

の
泉
水
が
集
積
し
た
淡
水
池
で
あ
る）

23
（

。
ま
た
、
谷
口
よ
り
も
下
流

の
涇
水
付
近
に
あ
る
龍
泉
陂
・
蓮
池
・
清
泉
陂
蒲
池
は
、「
蓮
」

と
い
う
名
称
や
「
多
蒲
魚
利
」「
多
水
族
之
利
」
等
の
記
載
か
ら
、

蓮
・
蒲
・
魚
な
ど
が
生
息
す
る
淡
水
池
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
煮
塩
池
は
苻
秦
の
時
に
塩
を
煮
た
と
あ
る
よ
う

に
塩
池
で
あ
る
。
北
魏
時
代
の
櫟
陽
の
南
、『
水
経
注
』
の
白
渠

枝
渠
・
清
水
・
石
川
水
・
渭
水
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
あ
る
。
た
だ

し
、
漢
代
の
白
渠
は
『
水
経
注
』
の
白
渠
本
流
で
あ
り
、
煮
塩
池

付
近
は
灌
漑
さ
れ
ず
、
秦
漢
以
前
は
原
生
塩
鹹
地
の
ま
ま
、
放
置

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
こ
の
地
区
は
涇
水
上
流
の

河
谷
部
と
涇
水
下
流
に
淡
水
池
が
七
ヶ
所
、
石
川
水
の
入
渭
点
の

西
に
塩
池
が
一
ヶ
所
確
認
さ
れ
た
。

（
一
二
七
）　
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〈
Ⅱ
区　

石
川
水
〜
洛
水
〉

こ
の
地
区
は
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
大
き
な
河
川
は
な
く
、
漢
代

に
設
置
さ
れ
た
県
は
標
高
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
近
い
地
点
の
山
間

部
に
頻
陽
、
渭
水
沿
岸
に
下
邽
、
そ
の
中
間
の
鄭
国
渠
南
に
蓮
勺

の
三
つ
の
県
が
距
離
を
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

Ⅰ
区
ほ
ど
開
発
が
進
展
し
て
い
た
地
域
で
は
な
い
。
下
邽
・
頻
陽

は
春
秋
・
戦
国
秦
の
時
代
に
造
ら
れ
、
蓮
勺
は
漢
初
に
置
か
れ
た
。

こ
の
地
区
に
は
漫
浴
池
・
晋
王
灘
・
東
鹵
池
（
安
豊
灘
）・
西
鹵

池
・
鹵
泊
灘
・
咸
村
灘
・
鹽
池
・
金
氏
陂
・
古
湫
池
・
蓮
花
池
の

一
〇
の
池
澤
が
確
認
で
き
る
。
標
高
四
〇
〇
ｍ
以
上
の
地
区
に
は
、

漫
浴
池
が
あ
り
、
南
の
蒲
城
県
賈
曲
の
葦
田
を
灌
漑
す
る
淡
水
池

で
あ
る
。
ま
た
、
白
渠
の
渠
道
中
の
下
邽
南
の
金
氏
陂
は
渠
水
を

承
け
て
お
り
、
淡
水
池
で
あ
る
。
Ⅲ
区
の
沙
苑
地
区
の
西
に
は
古

湫
池
・
蓮
花
池
が
分
布
す
る
。
と
も
に
そ
の
名
か
ら
淡
水
池
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
標
高
四
〇
〇
ｍ
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
富
平
県
東

に
鹵
泊
灘
（
鹽
池
澤
・
明
水
灘
・
東
灘
と
も
言
う
）、
そ
の
西
に

西
灘
、
蒲
城
県
南
に
は
東
鹵
池
・
西
鹵
池
、
そ
の
東
に
は
晋
王
灘

が
あ
り
、
東
西
に
直
線
的
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
塩
池
で

あ
る
。
鹵
泊
灘
は
東
西
二
五
里
と
最
も
大
き
く
、
富
平
県
東
の
北

鹵
原
と
八
公
原
に
挟
ま
れ
た
谷
間
に
形
成
し
て
い
る
（『
富
平
県

志
稿
』
巻
一
山
川
）。
ソ
ー
プ
は
関
中
平
原
の
渭
北
で
は
あ
ま
り

塩
害
を
憂
慮
す
る
必
要
は
な
い
が
、
山
谷
の
間
は
塩
害
が
起
こ
り

や
す
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に）

24
（

、
こ
こ
は
典
型
的
な
谷
間
の
原
生

塩
鹹
地
で
あ
る
。
そ
の
一
部
に
あ
た
る
現
在
の
蒲
城
県
荊
姚
鎮
西

南
に
は
、
今
も
鹵
陽
鹽
工
場
が
あ
る
。
最
も
東
に
位
置
し
、
洛
水

沿
岸
に
あ
る
の
が
晋
王
灘
（
蒲
城
県
平
路
廟
西
南
）
で
あ
る
。
こ

こ
は
史
念
海
説
に
よ
る
鄭
国
渠
の
入
洛
点
に
あ
た
る
。
こ
の
ほ
か
、

渭
南
県
東
北
六
十
里
に
あ
る
鹽
池
は
上
の
五
ヶ
所
の
位
置
す
る
標

高
四
〇
〇
ｍ
ラ
イ
ン
よ
り
も
少
し
南
、
鄭
国
渠
故
渠
道
の
南
側
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
塩
池
は
六
ヶ
所
あ
り
、
標
高
四

〇
〇
ｍ
の
等
高
線
沿
い
、
も
し
く
は
そ
の
少
し
南
、
す
な
わ
ち
石

川
水
以
東
の
鄭
国
渠
故
渠
道
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
。
四
〇
〇
ｍ

ラ
イ
ン
付
近
に
は
漢
代
の
蓮
勺
県
が
位
置
し
て
い
る
。『
漢
書
』

に
「
常
に
蓮
勺
の
鹵
中
に
困
る
」（『
漢
書
』
宣
帝
紀
）
と
あ
る
。

こ
の
鹵
中
に
つ
い
て
、
如
淳
は
「
蓮
勺
県
に
鹽
池
あ
り
、
縦
広
さ

十
余
里
」、
顔
師
古
は
「
今
の
櫟
陽
県
の
東
に
あ
り
」
と
注
し
て

お
り
、
鹵
中
と
は
四
〇
〇
ｍ
ラ
イ
ン
に
分
布
し
て
い
た
塩
池
群
す

な
わ
ち
原
生
塩
鹹
地
全
体
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、

こ
の
地
区
に
は
四
〇
〇
ｍ
ラ
イ
ン
に
塩
池
が
六
ヶ
所
、
そ
の
北
と

南
に
淡
水
池
が
四
ヶ
所
確
認
さ
れ
た
。

〈
Ⅲ
区　

洛
水
〜
黄
河
〉

こ
の
地
区
は
洛
水
以
東
の
臨
晋
県
が
位
置
す
る
洛
東
区
と
洛
水

（
一
二
九
）　
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表 2　関中平原東部歴代陂池表

〈Ⅰ区　涇水～石川水〉
涇陽県 1 ○ 焦穫澤 周有焦穫 『爾雅』

2 ○ 蒲池 五帝廟南臨渭、北穿蒲池溝水 『史記』封禅書
3 ○ 龍泉陂 在県南三里。周回六里、多蒲魚之利。 『元和志』
4 ○ 流金泊 県東北三十里、峩山之南。 『陝西通志』
5 ○ 涵碧池 西園在三原県西北二里、有草亭・後楽亭・

三愛圃、涵碧池
『陝西通志』

高陵県 6 ○ 蓮池 元至元中県令王珪引昌連渠入城注之。在県
治東偏

『西安府志』
（乾隆四十四年）

臨潼県 7 ○ 清泉陂 檪陽西南十里。多水族之利。 『元和志』
8 ● 煮鹽澤 檪陽南十五里。澤多鹽鹵。苻秦時於此煮

鹽。周廻二十里
『元和志』

今走馬村水多鹹或即其地 『臨潼縣志』
（乾隆四十一年）

〈Ⅱ区　石川水～洛水〉
蒲城県 9 ○ 漫浴池 在県西十五里…其水微山南入賈曲灌葦田数

頃。
『長安志』

10 ● 晋王灘 在県東南三十里、洛水北岸有泉二、旧灌葦
田十余頃、今甚微、惟灘地熬鹵兼与昔同

『蒲城県新志』
（光緒三十一年）

11 ● 東鹵池
（安豊灘）

奉先県有鹵池二。 『唐書』地理志
大歴十二年東池生瑞鹽後勅禁不復生。 『蒲城県新志』
県南二十里 『長安志』

12 ● 西鹵池 西南四十里。明斗村之高春渚池。遇旱不
涸。郷人取水熬鹽供一方用。

『蒲城県新志』

在県南四十里。与甘池八公灘通西連高春渚
産硝。
東南数里、有溝間両崖土可煎鹽鹵水泛溢池
於此。

『蒲城県新志』

富平県 13 ● 鹵泊灘 頻陽有鹽池一名鹽池澤 『魏書地形志』
富平有鹽池澤 『唐地理志』
鹽池澤在県東南二十五里、周回二十里 『元和志』
在県東即鹽池 『陝西通志』

（雍正十三年）
鹵泊灘一名明水灘一名東灘。冬夏不竭可煮
鹽。

『富平縣志』
（乾隆四十三年）

14 ● 咸村灘 県西二十里為咸村灘、歳旱其土可煎鹽。謂
之西灘。

『富平縣志』

渭南県 15 ● 鹽池 東北六十里 『陝西通志』
16 ○ 金氏陂 白渠…逕居陵城北蓮勺城南、東注金氏陂、

又東南注于渭。
『水経注』

下邽有金氏陂 『隋書』地理志
武徳二年引白渠水灌下邽金氏陂 『唐書』地理志
漢昭帝時以金日磾有功賜其地因名。 『太平寰宇記』
在県北三十里 『渭南縣志』

（乾隆四十四年）

（
一
三
〇
）　
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南
の
沙
苑
区
に
分
け
ら
れ
る
。
洛
東
区
は
現
在
で
は
洛
恵
渠

灌
漑
の
恩
恵
を
受
け
、
小
麦
・
綿
花
・
リ
ン
ゴ
の
生
産
が
盛

ん
な
地
区
で
あ
る
。
漢
代
に
は
龍
首
渠
の
渠
首
付
近
に
徴
、

洛
水
が
東
へ
屈
曲
す
る
地
点
の
南
に
重
泉
、
洛
水
の
東
に
臨

晋
、
黄
河
の
西
岸
に
郃
陽
が
置
か
れ
た
。
徴
は
春
秋
秦
の

邑
、
重
泉
・
臨
晋
・
郃
陽
は
戦
国
秦
の
簡
公
六
年
（
前
四
〇

九
年
）
前
後
に
戦
国
期
の
秦
魏
抗
争
の
最
前
線
都
市
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。
沙
苑
区
は
、
更
新
世
に
は
湖
泊
で
あ
っ
た
場

所
が
そ
の
後
の
洛
水
・
渭
水
の
河
道
変
動
に
伴
っ
て
砂
が
堆

積
し
、
沙
阜
（
砂
丘
）
や
沙
窪
等
と
な
っ
た
砂
漠
地
帯
で
あ

る）
25
（

。
漢
代
に
は
秦
代
に
設
置
さ
れ
た
懐
徳
県
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
地
区
全
体
で
は
通
霊
陂
・
小
鹽
池
・
九
龍
池
・
白

馬
池
・
清
池
・
蓮
花
池
（
大
茘
）・
太
白
池
・
麻
子
池
・
蓮

花
池
（
朝
邑
）
の
九
つ
の
池
澤
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、
沙
苑
区
に
は
九
龍
池
か
ら
蓮
花
池
（
朝
邑
）
ま
で
の
七

つ
の
淡
水
池
が
分
布
し
、
洛
東
区
に
は
通
霊
陂
・
小
鹽
池
の

二
つ
の
塩
池
が
あ
っ
た
。
と
も
に
臨
晋
県
（
現
在
の
朝
邑

鎮
）
の
北
に
並
ん
で
い
て
、
西
の
小
さ
い
も
の
が
小
鹽
池
、

東
の
大
き
い
も
の
が
唐
代
の
通
霊
陂
で
、
今
で
は
東
塩
池
窪

と
呼
ば
れ
る
。
現
在
で
は
二
つ
を
合
わ
せ
て
塩
池
窪
と
呼

び
、
洛
恵
渠
排
幹
溝
に
よ
っ
て
黄
河
に
排
塩
が
行
わ
れ
て
い

（
一
三
一
）　

17 ○ 古湫池 在渭南県城東北五十里交斜鎮。 『渭南縣志』
18 ○ 蓮花池 在県東北来化鎮即蓮勺県故址 『渭南縣志』

〈Ⅲ区　洛水～黄河〉
大茘県〈洛東地区〉

19 ● 通霊陂 在（朝邑）県北四里二百三十歩。開元初姜
師度為刺史、引洛水及堰黄河以灌之、種稲
田二千余頃。

『元和志』

今東塩池窪 『洛恵渠志』
20 ● 小鹽池 （朝邑）県有小池有鹽 『唐書』地理志

在（朝邑）県西北十五里。 『朝邑縣志』
〈沙苑区〉
21 ○ 九龍池 在（大茘）県城南八里沙苑。泉有九穴同為

一注。因名九龍。今謂之鵝鴨池
『太平寰宇記』

22 ○ 白馬池 （大茘県）西南三十里 『大茘縣志』
23 ○ 清池 （大茘県）西南四十里 『大茘縣志』
24 ○ 蓮花池 （大茘県）西南四十五里 『大茘縣志』
25 ○ 太白池 （朝邑）県西南四十里周十里。池多蓮。開

時遊覧不絶
『朝邑縣志』
（康熙五十一年）

26 ○ 麻子池 （太白池）北五里有麻子池 『朝邑縣志』
（大茘県）東南二十五里 『大茘縣志』

（乾隆五十一年）
27 ○ 蓮花池 （太白池）西北蓮華池為風沙所没。 『朝邑縣志』

●＝塩池○＝淡水池　　数字は［地図］と対応
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る
（『
洛
恵
渠
志
』
一
二
九
頁
）。
以
上
、
こ
の
地
区
で
は
洛
水
南

の
沙
苑
区
に
淡
水
池
が
七
ヶ
所
、
洛
東
区
の
臨
晋
県
北
に
塩
池
が

二
ヶ
所
確
認
さ
れ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
Ⅰ
区
は
渭
水
沿
岸
の
煮
鹽
澤
を
除
き
淡
水
池

が
分
布
し
、
山
間
部
と
ほ
と
ん
ど
の
平
地
は
鹵
地
で
は
な
い
。
Ⅱ

区
は
四
〇
〇
ｍ
の
等
高
線
に
沿
っ
て
東
西
に
塩
池
が
分
布
し
、
そ

の
南
に
蓮
勺
が
設
置
さ
れ
た
。
Ⅲ
区
の
洛
水
以
東
黄
河
ま
で
の
地

区
に
は
臨
晋
の
北
に
二
つ
の
大
き
な
塩
池
窪
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
史
記
』
に
あ
る
鹵
地
と
は
鄭
国
渠
で
は
Ⅱ
区
の
東
西
に
広
が
る

塩
池
の
分
布
区
を
指
し
、
龍
首
渠
で
は
Ⅲ
区
の
臨
晋
北
の
塩
池
窪

を
指
し
て
い
る
。

四　

 

鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ
│
そ
の
開
発
と
環
境
利
用
│

鄭
国
渠
・
白
渠
に
お
け
る
灌
漑
区
と
鹵
地
と
の
関
係
に
つ
い
て

ま
と
め
る
と
、
戦
国
秦
が
建
設
し
た
鄭
国
渠
は
涇
水
か
ら
洛
水
ま

で
の
Ⅰ
区
・
Ⅱ
区
を
灌
漑
区
と
し
、
涇
水
よ
り
引
水
し
、
涇
水
・

石
川
水
間
、
さ
ら
に
石
川
水
・
洛
水
間
の
鹵
地
の
灌
漑
を
お
こ

な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
の
武
帝
期
に
建
設
さ
れ
た
白
渠
は
、

鹵
地
で
は
な
い
涇
水
か
ら
石
川
水
ま
で
の
Ⅰ
区
の
み
を
灌
漑
区
と

し
た
。
白
渠
と
同
じ
武
帝
期
に
建
設
さ
れ
た
龍
首
渠
は
洛
水
か
ら

黄
河
ま
で
の
Ⅲ
区
を
灌
漑
区
と
し
、
臨
晋
の
北
の
鹵
地
を
含
め
た

洛
東
全
体
の
灌
漑
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鄭
国
渠

と
白
渠
で
は
灌
漑
対
象
区
の
環
境
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
戦
国
秦
か
ら
漢
代
に
か
け
て
、
関
中
平
原
東
部
に

分
布
す
る
鹵
地
と
い
う
環
境
の
利
用
方
法
が
変
化
し
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
関
中
平
原
東
部
の
環
境
利
用
と
い
う
観
点
か
ら

「
鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ
」
と
い
う
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。

①
戦
国
秦
に
よ
る
関
中
平
原
東
部
の
開
発
と
環
境

春
秋
末
か
ら
戦
国
初
期
に
か
け
て
隣
国
の
晋
に
お
け
る
六
卿
の

内
紛
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
秦
は
関
中
平
原
西
部
か
ら
東
部
へ

と
徐
々
に
進
出
し
た
。
前
五
世
紀
半
頃
の
厲
共
公
十
六
年
に
は
河

水
沿
い
に
塹
壕
を
造
り
、
洛
水
流
域
の
大
茘
を
伐
ち
、
そ
の
王
城

（
漢
代
の
臨
晋
）
を
奪
取
し
た）

26
（

。
二
十
一
年
に
は
石
川
水
・
洛
水

間
の
頻
陽
に
県
を
設
置
し
た
。
前
五
世
紀
後
半
に
は
霊
公
が
即
位

し
、
関
中
平
原
西
部
の
雍
城
か
ら
東
部
の
涇
陽
へ
と
秦
都
が
遷
さ

れ
た）

27
（

。
霊
公
の
時
代
に
は
黄
河
沿
岸
の
現
在
の
韓
城
付
近
に
魏
が

少
梁
を
築
城
し
、
秦
は
籍
姑
・
繁
龐
を
築
城
・
修
築
し
た
。
秦
と

魏
に
よ
る
洛
水
・
河
水
間
の
争
奪
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
霊
公
八
年

に
は
魏
に
対
処
す
る
た
め
、
河
水
沿
い
に
塹
壕
が
築
か
れ
た）

28
（

。
簡

公
六
年
に
は
、
洛
水
に
塹
壕
を
掘
り
、
重
泉
に
城
が
築
か
れ
て
い

る）
29
（

。
こ
の
塹
壕
は
「
塹
洛
長
城
」
と
呼
ば
れ
、
両
岸
か
ら
丘
陵
が

（
一
三
二
）　
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発
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環
境

一
三
三

せ
ま
る
自
然
環
境
を
利
用
し
た
防
禦
壁
で
あ
る）
30
（

。

春
秋
時
代
の
秦
晋
（
魏
）
の
抗
争
は
都
市
と
い
う
「
点
」
を
取

り
合
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
五
世
紀
後
半
以
後
の
秦
の
関
中
平

原
東
部
へ
の
進
出
か
ら
は
、
河
水
流
域
で
の
塹
壕
、
洛
水
流
域
で

の
「
塹
洛
長
城
」、
頻
陽
・
重
泉
・
涇
陽
の
新
た
な
都
市
の
建
設

な
ど
関
中
平
原
東
部
と
い
う
「
空
間
」
を
領
域
と
し
て
組
み
入
れ

よ
う
と
し
た
秦
の
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
間
の

雍
城
旧
勢
力
と
の
抗
争
を
経
て
、
献
公
二
年
（
前
三
八
二
年
）
に

は
櫟
陽
へ
、
さ
ら
に
、
孝
公
十
二
年
（
前
三
五
〇
年
）
に
は
咸
陽

へ
と
秦
都
が
遷
さ
れ
た）

31
（

。
咸
陽
遷
都
は
商
鞅
の
第
二
次
変
法
の
な

か
で
実
施
さ
れ
、
同
時
に
関
中
平
原
東
部
に
県
が
設
置
さ
れ
た
。

『
史
記
』
秦
本
紀
に

（
孝
公
）
十
二
年
、
咸
陽
を
作
為
り
、
冀
闕
を
築
き
、
秦
徙
り

て
之
に
都
す
。
諸
の
小
郷
聚
を
并
せ
、
集
め
て
大
県
と
為
し
、

県
に
一
令
と
し
、
四
十
一
県
な
り
。
田
を
為
り
、
阡
陌
を
開
く
。

東
の
地
、
洛
を
渡
る）

32
（

。（『
史
記
』
秦
本
紀
）

と
あ
る
。
商
鞅
の
補
佐
の
も
と
、
孝
公
は
咸
陽
を
建
設
し
、
そ
こ

に
雍
城
か
ら
秦
都
を
遷
し
、
諸
々
の
小
集
落
を
あ
わ
せ
て
県
と
し
、

県
ご
と
に
県
令
を
置
い
た
。
全
部
で
四
十
一
県
で
あ
っ
た
（『
史

記
』
商
君
列
伝
で
は
三
十
一
県
）。
田
を
開
墾
・
整
備
し
、
そ
の

東
の
地
は
洛
水
を
渡
る
ま
で
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
秦
は
洛

水
の
東
側
に
ま
で
県
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
戦
国
秦
の
限
ら
れ

た
領
域
の
な
か
で
、
関
中
平
原
東
部
の
涇
水
か
ら
洛
水
ま
で
の
空

間
全
体
を
県
制
に
よ
る
直
接
的
支
配
下
に
置
き
、
農
地
開
発
を
す

す
め
、
そ
の
環
境
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
意
思
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
雍
城
を
中
心
と
し
た
西
部
の
旧
勢
力
へ

の
対
抗
と
東
の
魏
と
の
抗
争
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
で
関
中
平

原
東
部
の
開
発
は
最
も
重
要
な
案
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
中

平
原
東
部
に
大
き
な
平
原
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
石

川
水
か
ら
洛
水
の
間
は
「
鹵
地
」
＝
原
生
塩
鹹
地
で
あ
り
、
農
地

開
発
は
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
発
問
題
を
ク
リ
ア
す
る

土
木
工
事
が
、
前
二
四
六
年
に
鄭
国
の
提
案
し
た
鄭
国
渠
の
建
設

で
あ
っ
た
。
鄭
国
渠
に
よ
っ
て
涇
水
か
ら
水
を
引
き
、
洛
水
ま
で

の
間
を
灌
漑
し
、
鹵
地
を
「
無
理
に
」
農
地
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
鄭
国
が
間
諜
と
し
て
韓
か
ら
派
遣
さ
れ
、
鄭
国
渠

の
建
設
が
秦
の
疲
弊
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
後
で
も
、
秦
が
工
事
を
続
行
し
た
の
は
、
涇
水
か
ら
洛
水
ま
で

の
関
中
平
原
東
部
の
空
間
全
体
を
開
発
・
利
用
す
る
と
い
う
秦
の

長
年
の
課
題
に
適
合
し
て
い
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
統
一
秦
・
漢
の
関
中
平
原
の
開
発
と
環
境

鄭
国
渠
を
原
動
力
と
し
て
、
前
二
二
一
年
、
秦
は
天
下
を
統
一

（
一
三
三
）　
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し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
秦
は
関
中
平
原
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
だ

け
で
は
な
く
、
か
つ
て
東
方
六
国
が
存
在
し
た
黄
河
・
淮
河
・
長

江
下
流
域
に
ま
た
が
る
東
方
大
平
原
を
も
そ
の
領
域
に
組
み
込
む

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
食
糧
供
給
地
を
関
中
平
原
東
部
か

ら
東
方
大
平
原
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
統
一

秦
が
東
方
大
平
原
の
諸
河
川
と
つ
な
が
る
鴻
溝
付
近
に
敖
倉
を
置

い
た
こ
と
や
、
武
帝
時
期
に
漕
渠
を
開
削
し
た
こ
と
は
、
こ
の
状

況
を
示
し
て
い
る
。
戦
国
秦
と
い
う
限
ら
れ
た
領
域
内
の
食
糧
生

産
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
関
中
平
原
は
、
秦
・
漢
が
天
下
を
併

せ
た
こ
と
に
よ
り
中
国
全
体
の
統
一
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
組
み
込

ま
れ
、
東
方
大
平
原
に
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
農
耕
可
能
な
涇
水
か
ら
石

川
水
の
間
は
白
渠
を
建
設
し
て
灌
漑
を
継
続
し
、
農
耕
に
不
適
当

な
鹵
地
が
広
が
っ
て
い
た
石
川
水
か
ら
洛
水
の
間
は
新
た
な
大
規

模
水
利
施
設
が
造
ら
れ
る
こ
と
な
く
、「
常
に
蓮
勺
鹵
中
に
困

る
」
状
態
で
半
ば
放
棄
さ
れ
た
。

白
渠
・
漕
渠
と
同
じ
武
帝
期
に
建
設
さ
れ
た
龍
首
渠
が
対
象
と

し
た
洛
水
・
黄
河
間
で
は
戦
国
秦
以
前
に
大
規
模
灌
漑
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
地
区
の
重
泉
・
臨
晋
・
郃
陽
の

各
県
は
紀
元
前
五
世
紀
末
の
戦
国
秦
と
魏
の
抗
争
の
な
か
で
設
置

さ
れ
た
最
前
線
の
軍
事
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
漢
代
に
入
り

統
一
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
と
、
こ
の
地
域
へ
の
眼
差
し
も
変
化

し
た
。
洛
水
上
流
か
ら
「
澂
邑
漕
倉
」
瓦
当
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

や）
33
（

、
漢
代
の
洛
水
が
渭
水
へ
と
流
れ
込
み）
34
（

、
そ
の
合
流
点
の
近
く

の
船
司
空
か
ら
京
師
倉
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら）

35
（

、
洛
水
↓

重
泉
↓
臨
晋
↓
渭
水
↓
京
師
倉
↓
漕
渠
↓
長
安
と
い
う
漕
運
ル
ー

ト
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ル
ー
ト
で
は
、
臨
晋
は
そ

の
中
間
点
に
位
置
し
、
長
安
へ
の
食
糧
供
給
地
で
あ
る
と
と
も
に
、

洛
水
を
遡
り
黄
土
高
原
の
長
城
ラ
イ
ン
へ
と
至
る
対
匈
奴
戦
の
た

め
の
北
方
へ
の
食
糧
供
給
地
と
な
っ
た
。
臨
晋
を
含
め
た
洛
東
地

区
は
戦
国
秦
の
辺
境
の
軍
事
都
市
か
ら
国
都
・
長
安
の
み
な
ら
ず

長
城
へ
食
糧
を
送
る
農
耕
都
市
へ
と
変
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
龍
首
渠
を
建
設
し
、
洛
水
・
黄
河
間
の
灌
漑
を
目
指

し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
漢
代
に
放
棄
さ
れ
た
石
川
水
・
洛
水
間
と
関
わ
る
「
蓮

勺
鹵
鹹
督
印
」「
蓮
勺
鹵
督
印
」
等
の
三
国
時
代
の
官
印
が
発
見

さ
れ
て
い
る）

36
（

。
蓮
勺
に
は
三
国
以
降
塩
官
が
置
か
れ
、
塩
生
産
の

管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
業
か
ら
塩
業
へ

の
転
換
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
れ
は
原
生
塩
鹹
地
と
い
う
環
境
を
無

理
に
農
地
化
し
て
利
用
す
る
、
つ
ま
り
環
境
と
対
抗
し
よ
う
と
い

う
開
発
か
ら
、
す
で
に
あ
る
「
塩
」
を
利
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
環
境
を
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
開
発
方
法
に
変
化
し
た
こ
と
を

（
一
三
四
）　
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お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
鹵
地
の
利
用
と
い
う
観
点
か
ら

「
鄭
国
渠
か
ら
白
渠
へ
」
と
い
う
水
利
開
発
の
歴
史
的
過
程
を
整

理
す
る
と
、
関
中
平
原
東
部
の
環
境
利
用
の
方
法
が
戦
国
秦
か
ら

統
一
秦
・
漢
時
代
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
領
域
に
限
界
の
あ
っ
た
戦
国
秦
で
は
、
関
中
平
原
全

体
を
開
発
し
て
生
産
力
を
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
農
地
に
適
し
て
い
な
い
石
川
水
・
洛
水
間
の
鹵
地
を
無
理
に
農

地
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
鄭
国
渠
を
建
設
し
た
。
統
一
秦
漢
時
代

に
な
る
と
東
方
大
平
原
を
そ
の
領
域
に
加
え
、
東
方
の
食
糧
を
得

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
関
中
平
原
東
部
の
う
ち
農
耕
に

適
し
て
い
た
涇
水
・
石
川
水
間
に
は
白
渠
を
建
設
し
、
農
地
化
に

不
適
当
な
石
川
水
・
洛
水
間
の
開
発
は
放
棄
し
た
。
洛
水
・
黄
河

間
は
洛
水
が
漕
運
路
と
し
て
重
視
さ
れ
た
た
め
、
龍
首
渠
に
よ
っ

て
軍
事
都
市
か
ら
長
安
・
長
城
戦
へ
食
糧
を
送
る
都
市
へ
と
移
行

し
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
た
。
漢
代
に
放
棄
さ
れ
た
石
川
水
・

洛
水
間
は
再
び
領
域
が
縮
小
し
た
三
国
時
代
の
魏
に
よ
っ
て
別
の

観
面
か
ら
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
利
用
法
は
戦
国
秦

の
よ
う
な
鹵
地
と
い
う
環
境
に
対
抗
す
る
農
地
化
で
は
な
く
、
鹵

地
と
い
う
環
境
を
上
手
く
利
用
す
る
塩
業
へ
の
転
換
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

戦
国
秦
か
ら
統
一
秦
・
漢
へ
と
い
う
過
程
の
中
で
、
こ
の
よ
う

に
関
中
平
原
東
部
の
環
境
利
用
の
方
法
が
変
化
し
た
の
と
並
行
し

て
、
東
方
大
平
原
の
開
発
も
進
展
し
、
そ
の
中
心
地
も
河
北
平
原

か
ら
淮
北
・
淮
南
へ
と
移
っ
て
い
っ
た）

37
（

。

註（1
）　

日
本
に
お
け
る
鄭
国
渠
・
白
渠
に
関
す
る
主
な
論
文
と
し
て
以

下
の
論
著
を
挙
げ
て
お
く
。
木
村
正
雄
「
鄭
国
渠
の
開
設
と
そ
の

意
義
│
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件
│
」（『
中
国
古
代
帝
国
の
形

成
』
不
昧
堂
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
、
比
較
文
化
研
究
所
よ
り
新

訂
版
二
〇
〇
三
年
刊
行
）、
鶴
間
和
幸
「
漳
水
渠
・
都
江
堰
・
鄭
国

渠
を
訪
ね
て
│
秦
帝
国
の
形
成
と
戦
国
期
の
三
大
水
利
事
業
」

（『
中
国
水
利
史
研
究
』
一
七
号
、
一
九
八
七
年
、
の
ち
、
同
『
秦

帝
国
の
形
成
と
地
域
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
所
収
）、
佐
竹
靖

彦
「
鄭
国
渠
と
白
渠
」（『
栗
原
益
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集　

中
国

古
代
の
法
と
社
会
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）、
藤
田
勝
久

「
関
中
地
域
の
水
利
開
発
│
鄭
国
渠
・
成
国
渠
の
水
利
遺
跡
を
め

ぐ
っ
て
│
」（『「
社
会
科
」
学
研
究
』
二
一
号
、
一
九
九
一
年
）、

中
善
寺
慎
「
漕
運
の
側
面
よ
り
見
た
鄭
国
渠
開
鑿
の
意
義
に
つ
い

て
」（『
茅
茨
』
五
号
、
一
九
九
二
年
）、
原
宗
子
「
中
国
環
境
史
の

方
法
・
試
論
│
「
地
域
」
の
概
念
設
定
に
関
わ
っ
て
」（『
東
洋
文

化
研
究
』
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
の
ち
、
同
『「
農
本
主
義
」
と

（
一
三
五
）　
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「
黄
土
」
の
発
生
│
古
代
中
国
の
開
発
と
環
境
2
』
研
文
出
版
、
二

〇
〇
五
年
に
「
大
規
模
渠
水
灌
漑
の
成
立
事
情
と
有
効
性
」
と
改

題
し
て
所
収
）、
浜
川
栄
「
鄭
国
渠
の
灌
漑
効
果
と
そ
の
評
価
を
め

ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』、
早
稲
田
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。
本
論
文
の
中
国
語
版
は
『
漢
唐
長
安

与
関
中
平
原
』
陝
西
師
範
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
刊
行
）、
大

川
裕
子
「
中
国
古
代
の
灌
漑
事
業
を
め
ぐ
る
研
究
の
現
状
と
課
題

│
戦
国
三
大
水
利
事
業
を
中
心
と
し
て
│
」『
中
国
史
学
』
一
七
号
、

二
〇
〇
七
年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
近
現
代
の
涇
恵
渠
・
渭
恵

渠
・
洛
恵
渠
と
古
代
の
三
つ
渠
水
の
比
較
を
し
た
も
の
に
村
松
弘

一
「
陝
西
省
関
中
三
渠
を
め
ぐ
る
古
代
・
近
代
そ
し
て
現
在
」

（『
中
国
乾
燥
地
の
環
境
と
開
発
│
自
然
、
生
業
と
環
境
保
全
』
北

川
秀
樹
編
、
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

（
2
）　

而
韓
聞
秦
之
好
興
事
、
欲
罷
之
、
毋
令
東
伐
、
乃
使
水
工
鄭
国

間
説
秦
、
…
…
中
作
而
覚
、
秦
欲
殺
鄭
国
。
鄭
国
曰
「
始
臣
為
間
、

然
渠
成
亦
秦
之
利
也
」
秦
以
為
然
、
卒
使
就
渠
。（『
史
記
』
河
渠

書
）

（
3
）　

渠
就
、
用
注
填
閼
之
水
、
漑
澤
鹵
之
地
四
萬
餘
頃
、
收
皆
畝
一

鐘
。
於
是
関
中
為
沃
野
、
無
凶
年
、
秦
以
富
彊
、
卒
并
諸
侯
、
因

命
曰
鄭
国
渠
。（『
史
記
』
河
渠
書
）

（
4
）　

令
鑿
涇
水
自
中
山
西
邸
瓠
口
為
渠
、
並
北
山
東
注
洛
三
百
餘
里
、

欲
以
漑
田
。（『
史
記
』
河
渠
書
）

（
5
）　

鄭
国
渠
の
渠
首
に
つ
い
て
、
秦
中
行
「
秦
鄭
国
渠
渠
首
遺
址
調

査
記
」（『
文
物
』
一
九
七
四
年
七
期
）
は
現
在
の
木
梳
湾
村
か
ら

西
南
二
里
の
黒
石
湾
付
近
、
涇
水
北
岸
の
第
二
段
丘
上
に
あ
る
広

さ
二
四
・
五
ｍ
、
土
手
の
高
さ
三
ｍ
、
深
さ
一
〇
ｍ
の
故
渠
道
で

あ
る
と
す
る
。『
中
国
文
物
地
図
集
陝
西
分
冊
』（
西
安
地
図
出
版

社
、
一
九
九
八
年
）
は
涇
陽
県
上
然
村
北
の
全
長
二
六
五
〇
ｍ
、

幅
一
五
〇
ｍ
、
高
さ
六
〜
八
ｍ
の
ダ
ム
遺
構
を
渠
首
と
し
、
涇
水

か
ら
引
い
た
水
を
一
旦
ダ
ム
に
集
水
し
て
か
ら
配
水
す
る
方
法
で

あ
っ
た
と
す
る
。『
涇
恵
渠
志
』
で
は
ダ
ム
形
式
で
は
な
く
、
涇
水

の
二
つ
の
渠
首
か
ら
直
接
引
水
し
て
鄭
国
渠
に
水
を
流
す
と
い
う

説
を
と
る
。

（
6
）　
「
絶
」
に
つ
い
て
は
濱
川
栄
「『
水
経
注
』
に
見
え
る
「
絶
」
に

つ
い
て
│
漢
〜
北
魏
時
代
の
黄
河
下
流
域
の
環
境
と
社
会
」（『
黄

河
下
流
域
の
歴
史
と
環
境
│
東
ア
ジ
ア
海
文
明
へ
の
道
』
東
方
書

店
、
二
〇
〇
七
年
、
の
ち
、『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』、
早
稲

田
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）

（
7
）　

史
念
海
「
古
代
的
関
中
」（『
河
山
集
』、
三
聯
書
店
、
一
九
六

三
年
）
で
は
鄭
国
渠
の
入
洛
点
を
、
洛
水
が
南
流
か
ら
西
流
に
変

化
し
、
再
び
南
へ
屈
曲
す
る
部
分
に
比
定
し
て
い
る

（
8
）　

前
掲
佐
竹
靖
彦
「
鄭
国
渠
と
白
渠
」

（
9
）　

前
掲
木
村
正
雄
「
鄭
国
渠
の
開
設
と
そ
の
意
義
│
特
に
そ
の
成

立
の
基
礎
条
件
│
」

（
10
）　

残
る
問
題
と
し
て
、
い
つ
鄭
国
渠
が
廃
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と

だ
が
、
浜
川
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
十
年
ほ
ど
で
鄭
国
渠

は
使
用
不
能
に
な
る
わ
け
で
、
統
一
秦
以
後
は
徐
々
に
使
わ
れ
な

く
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
漢
代
に
白
渠
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
浜
川
栄
「
鄭
国
渠
の
灌
漑
効
果
と
そ
の
評

価
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』、
早

稲
田
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照

（
11
）　

引
涇
水
、
首
起
谷
口
、
尾
入
櫟
陽
、
注
渭
中
、
袤
二
百
里
、
漑

（
一
三
六
）　



中
国
古
代
関
中
平
原
の
水
利
開
発
と
環
境

一
三
七

田
四
千
五
百
餘
頃
、
因
名
曰
白
渠
。（『
漢
書
』
溝
洫
志
）

（
12
）　
『
涇
恵
渠
志
』。
な
お
、
秦
中
行
は
涇
水
沿
い
の
鄭
国
渠
首
よ
り

も
上
流
に
東
西
に
並
ん
だ
井
渠
（
暗
渠
）
を
発
見
し
て
白
渠
首
と

し
た
（
前
掲
秦
中
行
「
秦
鄭
国
渠
渠
首
遺
址
調
査
記
」）。
葉
遇
春

は
そ
れ
を
清
代
の
も
の
と
し
て
、
白
渠
首
を
井
渠
よ
り
も
北
に
あ

る
と
し
た
（
葉
遇
春
「
歴
代
引
涇
灌
漑
工
程
再
探
」
一
九
八
六
年

一
〇
月
霊
渠
開
催
中
国
水
利
史
研
究
会
大
会
報
告
、
前
掲
鶴
間

「
漳
水
渠
・
都
江
堰
・
鄭
国
渠
を
訪
ね
て
」
参
照
）。

（
13
）　

歴
代
の
引
涇
灌
漑
工
程
で
は
涇
水
が
河
底
を
浸
食
し
、
渠
首
の

位
置
が
涇
水
の
水
面
よ
り
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
上

流
す
な
わ
ち
北
に
新
し
い
渠
首
を
つ
く
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
水
経
注
』
に
は
「
出
于
鄭
渠
南
」
と
あ
り
、
白
渠
渠

首
は
鄭
国
渠
首
よ
り
も
南
、
す
な
わ
ち
下
流
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
前
述
し
た
よ
う
に
す
で
に
北
魏
時
代
に
は
鄭
国

渠
は
廃
さ
れ
て
お
り
、
渠
首
の
位
置
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

漢
代
の
白
渠
の
故
渠
道
は
秦
漢
櫟
陽
城
遺
跡
の
北
に
発
見
さ
れ

て
い
る
。（
陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
秦
都
檪
陽
遺
址
初
歩
勘
探

記
」『
文
物
』
一
九
六
六
年
一
期
）

（
15
）　

其
後
莊
熊
羆
言
「
臨
晋
民
願
穿
洛
以
漑
重
泉
以
東
萬
餘
頃
故
鹵

地
。
誠
得
水
、
可
令
畝
十
石
」
於
是
為
発
卒
萬
餘
人
穿
渠
、
自
徴

引
洛
水
至
商
顏
山
下
。
岸
善
崩
、
乃
鑿
井
、
深
者
四
十
餘
丈
。
往

往
為
井
、
井
下
相
通
行
水
、
水
穨
以
絶
商
顏
、
東
至
山
嶺
十
餘
里

間
。
井
渠
之
生
自
此
始
。
穿
渠
得
龍
骨
、
故
名
曰
龍
首
渠
。
作
之

十
餘
歳
、
渠
頗
通
、
猶
未
得
其
饒
。（『
史
記
』
河
渠
書
）

（
16
）　

渠
首
に
つ
い
て
は
、
李
儀
祉
が
造
っ
た
洛
恵
渠
の
渠
首
で
あ
る

龍
首
覇
（
現
在
の
状
頭
大
壩
）
に
あ
っ
た
と
す
る
説
（
徐
象
平

「
西
漢
龍
首
渠
的
歴
史
地
理
及
其
有
関
問
題
」『
西
北
史
地
』
一
九

九
四
年
二
期
）
や
、
状
頭
大
壩
よ
り
も
上
流
の
避
難
堡
に
あ
っ
た

と
す
る
説
（
村
松
弘
一
「
洛
恵
渠
調
査
記
」『
ア
ジ
ア
遊
学
二
〇

号
：
特
集
：
黄
土
高
原
の
自
然
環
境
と
漢
唐
長
安
城
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
参
照
）、
状
頭
大
壩
よ
り
も
下
流
の
洛
水
西
岸
に
掘
削

さ
れ
た
人
工
的
な
溝
（
村
松
弘
一
「
遺
跡
と
環
境
：
龍
首
渠
首
遺

跡
」『
ア
ジ
ア
遊
学
二
〇
号
』）
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。

（
17
）　

洛
恵
渠
の
排
水
工
程
に
関
し
て
は
『
洛
恵
渠
志
』
一
二
五
〜
一

三
四
頁
お
よ
び
村
松
「
洛
恵
渠
調
査
記
」
参
照
。

（
18
）　

原
宗
子
「
い
わ
ゆ
る
“
代
田
法
”
の
記
載
を
め
ぐ
る
諸
解
釈
に

つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
八
一
│
一
一
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
19
）　

原
生
塩
鹹
地
は
単
に
塩
鹹
地
と
も
言
う
（
熊
毅
・
李
慶
逵
主
編

『
中
国
土
壌
（
第
二
版
）』
科
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
北
京
）。

な
お
、
日
本
語
で
は
含
塩
ア
ル
カ
リ
地
と
訳
す
（
川
瀬
金
次
郎
・

菅
野
一
郎
訳
『
中
国
土
壌
：
改
良
利
用
・
性
質
・
肥
沃
度
・
生
成

分
類
』
博
友
社
、
一
九
八
三
年
。
こ
れ
は
中
国
科
学
院
南
京
土
壌

研
究
所
主
編
『
中
国
土
壌
』、
科
学
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
北
京

（
す
な
わ
ち
第
一
版
）
の
邦
文
訳
）。
再
生
塩
鹹
化
は
次
生
塩
鹹
土

化
（
ソ
ー
プ
『
支
那
土
壌
地
理
学
│
分
類
・
分
布
文
化
的
意
義
』、

伊
藤
隆
吉
・
保
柳
睦
美
等
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）、
次
生

塩
漬
土
化
（『
中
国
土
壌
（
第
二
版
）』）
と
も
い
う
。
な
お
、
日
本

語
で
は
二
次
的
含
塩
ア
ル
カ
リ
化
と
も
訳
す
（『
中
国
土
壌
』
邦
文

訳
）

（
20
）　
『
涇
恵
渠
志
』
一
三
五
頁
お
よ
び
村
松
「
洛
恵
渠
調
査
記
」。

（
21
）　

湯
浅
赳
男
『
環
境
と
文
明
│
環
境
経
済
論
へ
の
道
』（
新
評
論
、

（
一
三
七
）　



一
三
八

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
一
三
八
）　

一
九
九
三
年
）「
第
Ⅱ
章
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
と
環
境
」

（
22
）　

一
九
九
八
年
八
月
に
実
施
し
た
科
研
費
「
中
国
黄
土
地
帯
の
都

城
と
生
態
環
境
史
の
研
究
」（
代
表
：
妹
尾
達
彦
）
の
涇
恵
渠
・
洛

恵
渠
調
査
に
て
洛
恵
渠
排
水
溝
を
見
学
し
、
土
が
む
き
だ
し
た
ま

ま
の
深
さ
二
〜
三
ｍ
の
排
水
溝
を
は
り
め
ぐ
ら
し
、
農
地
の
下
の

水
が
自
然
に
切
れ
込
み
か
ら
浸
透
し
て
溝
へ
流
れ
出
す
よ
う
に
し

て
、
地
下
水
位
を
一
・
五
か
ら
二
ｍ
に
保
ち
、
塩
類
を
含
ん
だ
地

下
水
が
毛
細
管
現
象
に
よ
っ
て
上
昇
し
土
壌
表
面
に
塩
分
が
噴
き

出
す
の
を
防
い
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
現
代
に
至
る
ま
で
こ

の
地
域
で
の
塩
分
排
泄
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。（
村
松

「
洛
恵
渠
調
査
記
」
参
照
）。

（
23
）　

歴
代
の
引
涇
渠
は
涇
水
の
大
量
の
泥
の
堆
積
に
対
す
る
浚
渫
作

業
の
困
難
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
明
萬
歴
年
間
に
袁
化
中
が

「
専
用
泉
水
之
議
」
を
建
議
し
、
清
代
の
乾
隆
年
間
に
な
り
「
拒
涇

引
泉
」
の
考
え
の
も
と
、
泉
水
を
利
用
し
た
龍
洞
渠
が
建
設
さ
れ

た
（「
乾
隆
二
年
増
修
龍
洞
渠
堤
、
始
断
涇
水
疏
泉
漑
田
」
宣
統
三

年
『
重
修
涇
陽
県
志
』
巻
四
水
利
志
）。
こ
の
よ
う
な
泉
は
谷
口
よ

り
も
高
地
に
多
く
あ
り
、
そ
の
泉
水
が
集
積
し
た
淡
水
池
が
分
布

し
て
い
た
。
こ
の
龍
洞
渠
を
め
ぐ
る
引
涇
と
引
泉
の
環
境
史
的
な

研
究
と
し
て
は
、Pierre-Étienne

（
魏
丕
信
）
“Clear W

aters 
versus M

uddy W
aters : T

he Zheng-Bai Irrigation Sys-
tem

 of Shaanxi Province in the Late-Im
perial Period.

”

（M
ark Elvin, Sedim

ents of T
im

e, CA
M

BRID
GE U

N
I-

V
ERSIT

Y
 PRESS, 1998　

所
収
）
が
あ
る
。

（
24
）　

前
掲
ソ
ー
プ
『
支
那
土
壌
地
理
学
』

（
25
）　

大
茘
県
地
方
誌
編
纂
委
員
会
編
・
張
青
山
主
編
『
大
茘
県
志
』

（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
西
安
）
参
照
。
洛
恵
渠
管
理

局
の
話
に
よ
れ
ば
、
洛
恵
渠
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
こ
の
沙
苑
区
に

ま
で
広
げ
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
あ
る
と
言
う
（
前
掲
「
洛
恵

渠
調
査
記
」）

（
26
）　
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
十
六
年
、
壍
河
旁
。
以
兵
二
萬
伐
大
荔
、

取
其
王
城
」
と
あ
り
、
集
解
に
「
徐
広
曰
「
今
之
臨
晋
也
。
臨
晋

有
王
城
」
と
あ
る
。

（
27
）　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
引
『
秦
紀
』
に
「
粛
霊
公
、
昭
子
子
也
。

居
涇
陽
、
享
国
十
年
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
秦
が
拠
点
を
涇

陽
に
遷
し
た
と
す
る
。
通
説
で
は
、
そ
の
後
、
秦
都
は
涇
陽
か
ら

櫟
陽
、
咸
陽
へ
と
遷
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
村
松
弘
一
「
雍

城
か
ら
咸
陽
へ
│
秦
都
の
変
遷
と
関
中
平
原
の
地
域
開
発
」（『
中

国
史
研
究
』
四
〇
号
、
中
国
史
学
会
（
韓
国
）、
二
〇
〇
六
年
）
で

は
、
霊
公
の
死
後
、
簡
公
・
恵
公
・
出
公
時
代
は
雍
城
に
秦
の
拠

点
が
回
帰
し
（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
引
『
秦
紀
』
に
「
出
公
自
殺
、

葬
雍
」
と
あ
る
）、
献
公
二
年
に
雍
城
か
ら
櫟
陽
に
秦
都
が
遷
っ
た

と
論
じ
た
（『
漢
書
』
地
理
志
櫟
陽
県
条
に
「
秦
献
公
自
雍
徙
」
と

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
）。

（
28
）　
『
史
記
』
六
国
年
表
に
「
城
塹
河
瀕
」
と
あ
る
。

（
29
）　
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
塹
洛
城
重
泉
」
と
あ
る
。
六
国
年
表
は

七
年
と
す
る
。

（
30
）　

塹
洛
長
城
に
つ
い
て
は
、
史
念
海
「
洛
河
右
岸
戦
国
時
期
秦
長

城
遺
跡
的
探
索
」（『
河
山
集
』
三
集
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八

年
、
北
京
）、
彭
曦
「
秦
簡
公
「
塹
洛
」
遺
跡
考
察
簡
報
」（『
文

物
』
一
九
九
六
年
四
期
）、
鶴
間
和
幸
「
秦
長
城
建
設
と
そ
の
歴
史

的
背
景
」（『
学
習
院
史
学
』
三
五
号
、
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。
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（
31
）　
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「（
献
公
）
二
年
、
城
櫟
陽
」
と
あ
る
。
た

だ
し
、「
城
く
」
は
都
と
は
限
ら
ず
城
市
建
設
の
意
で
あ
り
、『
史

記
』
商
君
列
伝
に
は
「
居
三
年
、
作
為
築
冀
闕
宮
庭
於
咸
陽
、
秦

自
雍
徙
都
之
」
と
雍
か
ら
咸
陽
に
遷
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
櫟

陽
は
秦
都
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
（
王
子
今
「
櫟
陽
非

秦
都
考
弁
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
〇
年
三
期
）。
ま
た
、
櫟
陽

は
咸
陽
に
都
が
移
っ
て
か
ら
も
軍
事
拠
点
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ

た
（
藤
田
勝
久
「
中
国
古
代
の
関
中
開
発
│
郡
県
制
形
成
過
程
の

一
考
察
│
」『
中
国
水
利
史
論
叢
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）。

（
32
）　
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
十
二
年
、
作
為
咸
陽
、
築
冀
闕
、
秦
徙

都
之
。
并
諸
小
郷
聚
、
集
為
大
県
、
県
一
令
、
四
十
一
縣
。
為
田

開
阡
陌
。
東
地
渡
洛
」
と
あ
る
。
な
お
、『
史
記
』
商
君
列
伝
に
は

「
居
三
年
、
作
為
築
冀
闕
宮
庭
於
咸
陽
、
秦
自
雍
徙
都
之
。
…
…
而

集
小
（
都
）
鄉
邑
聚
為
縣
、
置
令
・
丞
、
凡
三
十
一
県
。
為
田
開

阡
陌
封
疆
、
而
賦
稅
平
」
と
あ
り
、
県
の
設
置
と
洛
水
と
の
関
係

は
見
え
な
い
。

（
33
）　

彭
曦
「
陝
西
洛
河
漢
代
漕
運
的
発
現
与
考
察
」（『
文
博
』
一
九

九
四
年
一
期
）、
蒲
城
県
志
弁
公
室
「
蒲
城
県
発
現
澂
邑
漕
倉
遺

址
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
四
年
四
期
）

（
34
）　

洛
水
の
河
道
変
動
に
関
し
て
は
王
元
林
「
隋
唐
以
前
黄
渭
洛
匯

流
区
河
道
変
遷
」（『
歴
史
地
理
論
叢
』
一
九
九
六
年
三
期
）
参
照
。

（
35
）　

陝
西
考
古
研
究
所
『
西
漢
京
師
倉
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九

〇
年
、
北
京
）

（
36
）　

羅
福
頤
主
編
『
漢
魏
六
朝
官
印
徴
存
』（
文
物
出
版
社
、
一
九

八
七
年
、
北
京
）

（
37
）　

淮
水
流
域
の
陂
池
開
発
に
つ
い
て
は
、
村
松
弘
一
「
魏
晋
期
淮

北
平
原
の
地
域
開
発
│
咸
寧
四
年
杜
預
上
疏
の
検
討
│
」『
史
学
』

七
〇
│
三
・
四
号
、
二
〇
〇
一
年
お
よ
び
同
「
漢
代
淮
北
平
原
の

地
域
開
発
│
陂
の
建
設
と
澤
」『
東
洋
文
化
研
究
』
八
号
、
二
〇
〇

六
年
参
照
。


